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協
会

  

　
　
　定
期
総
会
を
開
催

令
和
6
年
度
・
第
33
回

　5
月
18
日
（土）
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
4
0
1
大
会
議
室
に
お
い
て

羽
島
市
文
化
協
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　昨
年
度
の
事
業
・
決
算
・
監
査
の
報
告
に
加
え
、
令
和
7
年
度
以
降

の
組
織
改
変
に
向
け
た
取
り
組
み
の
進
捗
や
事
業
準
備
委
員
会
の
発
足

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
は
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　会
の
終
盤
に
は
、
永
年
に
わ
た
り
協
会
に
ご
尽
力
さ
れ
た
吉
田 

登
氏

に
対
し
て
の
功
労
賞
の
紹
介
の
他
に
、
各
加
盟
団
体
の
代
表
者
か
ら
団

体
の
活
動
紹
介
や
近
況
報
告
が
あ
り
、
出
席
し
た
会
員
に
と
っ
て
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

吉田　登 氏

羽島市邦楽連盟
　　岩　田　千　春
羽島市詩吟協会
　　浅　井　廣　安
羽島子ども太鼓クラブ
　　田　路　京　子
竹鼻祭山車保存会
　　小　森　博　昭
smash･dance
　　坂　田　田壽子
羽島市美術協会
　　野々村　十九一
羽島市華道連盟
　　橋　本　圭　史

名誉会長
顧　　問

常任顧問

松　井　　　聡（市長）
藤　本　恵　司（県議会議員）
野　口　佳　宏（市議会議長）
小　森　博　昭（自治委員会長）
不　破　　　洋（文化財審議会長）
森　　　嘉　長（教育長）
水　谷　雄　二（元副会長）
髙　島　保　雄（前会長）
森　　　充　広（前副会長）

会　　長
副　会　長
理　事　長
副理事長
会　　計
理　　事
監　　事
委　　員
事務局長

後　藤　博　美
森　　　正　智　・　堀　　　登司仁
田　路　京　子
野々村　十九一　・　坂　田　田壽子
大　塚　一　芳
理事は下表のとおり
小　森　博　昭　・　髙　橋　英　樹
委員は下表のとおり
岩　田　睦　巳

令和6年度　羽島市文化協会役員名簿及び機構図

理　事
総務委員会
　國　枝　篤　志（美濃の国羽島太鼓打ち手の会）他5名
観月会委員会
　岡　田　　　茂（音楽連盟）他10名
芸術祭委員会
　田　中　正　彦（視聴覚クラブ）他9名
広報委員会
　炭　竃　公　代（茶道連盟）他10名
事業準備委員会
　國　枝　篤　志（美濃の国羽島太鼓打ち手の会）他9名

委員会と委員
羽島市音楽芸術協会
　　和　田　真由美
羽島市音楽連盟
　　岡　田　　　茂
竹鼻別院の藤を守る会
　　平　古　直　樹
美濃の国羽島太鼓打ち手の会
　　國　枝　篤　志
羽島市文芸協会
　　石　原　敏　子
羽島雨乞い踊り保存会
　　大　塚　一　芳
平方勢獅子保存会
　　髙　橋　英　樹

羽島市視聴覚クラブ
　　田　中　正　彦
ユリダンスセンター
　　山　本　有里子
羽島市茶道連盟
　　炭　竃　公　代
劇団まさき
　　豊　島　秀　龍
羽島水音吟社
　　松　永　祥　男
羽島市日本伝統芸能継承者育成の会
　　緒　方　龍　一

理事8年 吉 田　登 氏 

功 労 賞
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詩
吟
協
会
は
現
在
、
濃
尾
岳
風
会
、

水
郷
吟
和
会
、
忠
臣
流
、
岳
友
会
、
照

風
流
の
五
流
派
で
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
流
派
で
、
練
習
、
発
表
会
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
年
1
回
合
同
で
一
吟
会

（
発
表
会
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
濃
尾
岳
風
会
の
創
立
48
周
年

記
念
大
会
を
、
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ

ー
み
の
ぎ
く
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
様
子

で
す
。

連
絡
先　
浅
井
葊
安　

☎
（
３
９
８
）
１
２
６
２

　

音
を
楽
し
ん
で
踊
る
！
身
体
を

動
か
す
。
心
の
中
に
在
る
想
い
や

言
葉
を
ダ
ン
ス
で
表
現
!!
ダ
ン
ス

を
通
し
て
心
身
の
健
全
育
成
・
情

操
教
育
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
す
。

　

年
齢
・
性
別
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ぁ
一
緒
に
ダ
ン
ス
し
ま
し
ょ
う
。

随
時
体
験
レ
ッ
ス
ン
受
付
中
！

連
絡
先　
坂
田
祥
子　

☎
０
９
０

−

１
７
８
１

−

１
８
７
７

　
「
ダ
ン
ス
も
英
語
も
楽
し

く
学
ぼ
う
!
」
を
合
言
葉

に
羽
島
市
内
で
活
動
中
!

　

今
年
も
、「
岐
阜
羽
島
駅

前
フ
ェ
ス
」
を
は
じ
め
「
羽

島
市
レ
ク
フ
ェ
ス
」「
B
L

O
C
K
47
フ
ェ
ス
」
な
ど
多

数
出
演
！！
昨
年
は
、
英
検

を
受
験
し
全
員
合
格
し
ま
し

た
!

　

メ
ン
バ
ー
大
募
集
中
!

ダ
ン
ス
や
英
語
が
好
き
な
キ

ッ
ズ
集
ま
れ
！！

連
絡
先　
山
本
有
里
子　

☎
０
９
０

−

１
２
３
３

−

６
３
６
７

　

昭
和
47
年
の
設
立
以
来
、
会
員
一
同
が

華
道
技
術
取
得
の
研
鑽
に
努
め
、
市
内
の

華
道
発
展
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
華
展
は
、
令
和
6
年
4
月
28

日
㈰
に
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
し
、
羽
島
市
制
70
周
年
記
念
と
い
う
こ

と
で
花
材
に
市
の
木
「
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
」、

市
の
花
「
美
濃
菊
」
を
意
識
し
た
作
品
も

展
示
し
、
多
く
の
一
般
来
場
者
や
同
好
の

方
々
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
け

花
に
興
味
を
持
た
れ
ま
し
た
方
は
、
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
橋
本
圭
史　

☎
０
８
０

−

６
９
６
７

−

６
４
１
８

　

３
月
３
日
㈰
に
第
45
回

羽
島
市
民
茶
会
を
、
表
千

家
、
裏
千
家
の
担
当
で
開

催
致
し
ま
し
た
。
大
変
盛

況
で
約
２
５
０
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
2
年
目

と
な
る
「
美
濃
竹
鼻
ふ
じ

ま
つ
り
」
竹
鼻
別
院
の
呈

茶
席
会
場
で
は
、
お
抹
茶

を
点
て
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
と
こ
ろ
、
大
変

好
評
で
順
番
待
ち
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
、
市
民
の
皆
様
に
関
心
を
持
ち
、
茶
道
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

連
絡
先
　
炭
𥧄
公
代
　
☎
（
３
９
２
）
６
７
７
５

羽島市文化協会加盟団体紹介

行
事
予
定

　
岐
阜
市
民
芸
術
祭
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
4

　
　
令
和
6
年
12
月
22
日
㈰　

岐
阜
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

　
　
令
和
7
年
2
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰　

徳
川
古
民
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
結

−

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｉ

−

　

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
令
和
7
年
3
月
2
日
㈰　

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
Ｇ 

２
Ｆ 

交
流
ス
ペ
ー
ス

　

第
53
回
ジ
ュ
ニ
ア
公
演

　
　
令
和
7
年
3
月
27
日
㈭　

名
古
屋
市
東
文
化
小
劇
場

行
事
予
定

　

第
52
回
市
民
い
け
花
芸
術
展

　

令
和
7
年
4
月
27
日
㈰　
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー 
展
示
室

羽
島
市
茶
道
連
盟

◆ 
生
活
文
化
部
門

羽
島
市
華
道
連
盟

◆ 

舞
台
芸
術
部
門

ユ
リ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

羽
島
市
詩
吟
協
会

劇
団
ま
さ
き

sm
ash･dance

　
「
劇
団
ま
さ
き
」
は
、
地
域
の
民
話
や
題
材
を

テ
ー
マ
に
演
劇
舞
台
を
定
期
的
に
公
演
し
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
、
先
の
読
め

な
い
活
動
休
止
期
間
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
解
散
状

態
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
つ

つ
あ
る
現
在
、
残
っ
た
中
心
メ
ン
バ
ー
で
何
と
か

活
動
を
再
開
で
き
な
い
か
と
動
き
始
め
た
ば
か
り

で
す
。

　

劇
団
の
名
前
も
含
め
て
一
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
す

る
つ
も
り
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　
豊
島
秀
龍

　
　
　
　
　

☎
０
９
０

−

３
９
５
１

−

７
７
７
７

◆ 

洋
・
邦
楽
部
門

市民茶会  表千家席

華展の様子

第52回 ジュニア公演

行
事

　

羽
島
詩
吟
協
会　

一
吟
会

　
　

令
和
6
年
10
月
19
日
㈯
午
後
1
時
30
分

　
　

正
木
町
須
賀
公
民
館
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羽
島
市
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
毎
年
八

月
に
神
明
神
社
奉
納
盆
踊
り

や
各
福
祉
施
設
等
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

雨
乞
い
踊
り
の
起
源
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
晴

天
が
続
き
農
作
物
に
被
害
が

出
る
の
を
困
っ
た
村
人
が
太

鼓
踊
り
を
神
社
に
奉
納
し
、

雨
乞
い
を
し
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
現
在
も
岐
阜
県
内
各

地
域
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

連
絡
先　
大
塚
一
芳　

☎
０
８
０

−

５
１
６
９

−

０
１
１
９

　

今
年
は
、
邦
楽
連
盟
設
立
45
周
年
の
記
念
の
年
で
す
。

　

4
月
の
記
念
総
会
で
は
、
各
団
体
代
表
者
の
活
動
報
告
や
演

舞
を
披
露
し
永
年
の
活
動
を
祝
い
ま
し
た
。

　

連
盟
の
全
体
事
業
と
し

て
、
年
1
回
開
催
し
て
い
る

「
邦
楽
の
祭
典
」
も
第
20
回

に
な
る
の
を
記
念
し
て
ゲ
ス

ト
を
迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

連
絡
先
　
田
路
京
子
（
事
務
局
）

　
　
　
　
　
　

☎
0
9
0

−

4
4
4
1

−

0
3
5
7

　

令
和
6
年
1
月
28
日
㈰
に
開
催

さ
れ
た
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
オ
ペ
ラ
「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア

ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
」
の
ソ
リ
ス
ト

の
再
会
!!
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
ま
し
た
。
本
場
ド
イ
ツ
で
活
躍

さ
れ
た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
と
の
共
演

は
、
出
演
者
た
ち
も
胸
が
踊
り
ま

し
た
。

　

ピ
ア
ノ
独
奏（
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
）

は
圧
巻
で
し
た
。
可
愛
ら
し
い
ジ

ュ
ニ
ア
の
子
ど
も
達
の
歌
声
も
花

を
そ
え
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
と
な
り

ま
し
た
。
地
元
羽
島
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
一
同
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

連
絡
先　
笠
原
憲
子　

☎
（
３
９
８
）
６
２
７
９

　
「
皆
で
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
親
子
で
日
々
活
動
し
て

い
ま
す
。
卒
業
後
は
、「
美
濃
の
国
羽
島
太
鼓
打
ち
手
の
会
」

で
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
楽
し
み
に

し
な
が
ら
練
習
に
励
み
、
諦
め
な
い
強
い
精
神
を
育
ん
で
い
ま

す
。

練
習
日　

毎
週
金
曜
日
19
時
〜
21
時

　
　
　
　

見
学
・
体
験
常
時
Ｏ
Ｋ
！

場　

所　
（
第
１
、３
、５
週
）
竹
鼻
南
コ
ミ
セ
ン

　
　
　
　
（
第
２
、４
週
）
下
中
・
は
し
ま
コ
ミ
セ
ン

メ
ン
バ
ー
募
集
中
（
4
才
以
上
）

連
絡
先　
田
路
京
子　

☎
０
９
０

−

４
４
４
１

−

０
３
５
７

　

コ
ー
ラ
ス
、
ウ
ク
レ
レ
や
ギ
タ
ー
な

ど
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な

ど
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
楽
し
む

た
め
の
個
人
、
団
体
が
加
入
し
て
い
ま

す
。

　

羽
島
市
の
音
楽
文
化
の
向
上
と
普
及

を
目
標
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
4
月
に
は
、
竹
鼻
別
院
藤
ま

つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
2
日
間
参
加
し
、

十
数
団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

を
6
月
2
日
㈰
に
開
催
し
、
会
員
間
の

交
流
を
図
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
参
加
及
び
加

入
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
　
岡
田　

茂　

☎
０
９
０

−

９
１
２
２

−

８
８
０
３

羽島市文化協会加盟団体紹介

◆ 

文
化
財
部
門

羽
島
市
音
楽
芸
術
協
会

羽
島
市
音
楽
連
盟

羽
島
子
ど
も
太
鼓
ク
ラ
ブ

行
事
予
定

　

ぎ
ふ
「
太
鼓
」

　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
　

令
和
6
年
12
月
1
日
㈰

　
　

不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
み
の
ぎ
く
ホ
ー
ル

行
事
予
定

　

第
20
回
「
邦
楽
の
祭
典
」

　
　

令
和
6
年
11
月
3
日
㈰
午
前
10
時
〜

　
　

不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
み
の
ぎ
く
ホ
ー
ル

羽
島
市
邦
楽
連
盟

羽
島
雨
乞
い
踊
り
保
存
会

　

平
成
５
年
９
月
に
羽
島
市
の
公
募
に
よ

る
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
結
成
。
以
来
、
自

主
公
演
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
な

ど
、
精
力
的
に
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

体
験
型
和
太
鼓
イ
ベ
ン
ト
『
夏
打
Ｄ
Ｏ

Ｎ
‼
』
で
は
、
来
場
者
に
よ
る
大
太
鼓
体

験
や
、
和
太
鼓
教
室
な
ど
を
実
施
。
３
月

に
は
、
恒
例
の
自
主
公
演
『
羽
島
太
鼓
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
』
で
の
演
奏
披
露
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た
和
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
年
で
実
施
す
る
な

ど
、
和
太
鼓
の
普
及
と
後
継
者
の
育
成
活
動
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

入
会
＝
中
学
生
以
上
、
通
年
和
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＝
月
１

回
、
練
習
場
所
＝
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ー
サ
ル
室

連
絡
先　
久
野
修
平
（
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　

☎
０
８
０

−

３
０
７
０

−

１
７
２
２

美
濃
の
国
羽
島
太
鼓
打
ち
手
の
会

神明神社奉納踊り
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今
年
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

創
立
55
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

市
の
美
術
文
化
の
振
興
発
展
に

寄
与
す
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
70
年
、

１
０
０
年
と
つ
な
が
る
よ
う
会
員

一
同
、
ワ
ク
ワ
ク
感
を
大
切
に
、

皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
会

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

連
絡
先
　
野
々
村
十
九
一　

☎
（
３
９
2
）
０
０
９
３

　

平
方
勢
獅
子

は
、
県
の
重
要

無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

毎
年
10
月
の

第
2
日
曜
日
に

福
寿
町
平
方
の

八
幡
神
社
の
例

祭
に
境
内
に
て
、

午
後
１
時
30
分

か
ら
午
後
4
時
ま
で
奉
納
の
舞
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
部
で
7

つ
の
舞
が
あ
り
ま
す
。
担
い
手
不
足
で
全
部
で
き
る
か
心
配
で

す
が
、
今
年
も
10
月
13
日
に
奉
納
し
ま
し
た
。

連
絡
先　
髙
橋
英
樹　

☎
（
３
９
８
）
１
４
６
３

　

今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
に
は
、
枯
れ
る
寸
前
ま
で
衰
弱
し
今
の

様
な
花
が
咲
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会
員
の
懸
命
な
努
力
に
よ

り
復
活
を
遂
げ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
竹

鼻
別
院
の
フ
ジ
を
守
っ
て
下
さ
る
方
募
集
中
！

連
絡
先　
平
古
直
樹　

☎
０
９
０

−

３
９
３
８

−

６
３
０
６

平
方
勢
獅
子
保
存
会

羽
島
市
日
本
伝
統
芸
能
継
承
者
育
成
の
会

竹
鼻
別
院
の
藤
を
守
る
会

羽
島
市
美
術
協
会

◆ 
美
術
工
芸
部
門

　

当
ク
ラ
ブ
は
結
成
し
て
30
年
が

過
ぎ
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
と
と

も
に
人
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

昨
年
は
、
数
年
ぶ
り
に
撮
影
研
修

を
近
江
八
幡
に
て
実
施
し
、
今
年

も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
の
竹
鼻
ま
つ
り
で
は
、
12

輌
に
よ
る
曳
揃
え
を
ビ
デ
オ
で
撮

影
し
、
そ
の
他
に
も
市
内
問
わ
ず

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
撮
影
及
び
撮

影
し
た
物
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

団
体
や
地
域
等
の
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

連
絡
先　
田
中
正
彦　

☎
（
３
９
１
）
７
４
７
１

羽
島
市
視
聴
覚
ク
ラ
ブ

行
事
予
定

　

第
46
回　

羽
島
市
美
術
協
会
展

　
　

令
和
7
年
2
月
20
日
㈭
〜
23
日
㈰

　
　

不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
円
空
展
示
室

　

私
た
ち
は
、
世
界
に
誇
れ

る
数
々
の
日
本
の
伝
統
芸
能

の
存
続
を
願
っ
て
、
地
域
の

伝
統
芸
能
継
承
に
尽
力
さ
れ

て
お
ら
れ
る
方
々
と
力
を
合

わ
せ
て
、
羽
島
の
地
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
を

紹
介
し
、
継
承
者
育
成
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

連
絡
先　
緒
方
龍
一　

☎
（
3
9
1
）
8
2
1
6

羽島市文化協会加盟団体紹介

　

竹
鼻
祭
山
車
保
存

会
の
長
年
の
念
願
で

あ
っ
た
山
車
会
館
が
、

青
山
ス
ク
エ
ア
の
隣

接
地
に
開
館
し
、
各

町
内
の
山
車
が
定
期

的
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　
小
森
博
昭　

☎
０
９
０

−

３
５
８
２

−

７
１
６
２

竹
鼻
祭
山
車
保
存
会

舞台で箏を演奏する子どもたち

幹の腐食を治す作業

五人持ち
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賛
助
会
員
ご
紹
介

（
企
業
・
団
体
）

岩
田
鉄
工
所
㈱
、
㈱
大
垣
共
立
銀
行
羽
島
支
店
、
大
島
商
事
㈱
、
㈱
カ
ミ
ノ
、

㈱
川
瀬
組
、
カ
ワ
ボ
ウ
テ
キ
ス
チ
ャ
ー
ド
㈱
、
岐
阜
信
用
金
庫
羽
島
支
店
、

ぎ
ふ
農
業
協
同
組
合
、
岐
阜
羽
島
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
㈱
、

嶋
崎
公
認
会
計
士
事
務
所
、
㈱
十
六
銀
行
羽
島
支
店
、
㈱
大
一
テ
ク
ノ
、

大
同
印
刷
㈱
、
㈻
高
砂
学
園
、
竹
鼻
祭
山
車
保
存
会
、
千
代
菊
㈱
、

㈱
ト
ー
カ
イ
、
田
路
特
殊
硝
子
研
究
所
、
ト
バ
ナ
産
業
㈱
、

㈱
中
日
本
住
宅
サ
ー
ビ
ス
、
西
垣
ポ
ン
プ
製
造
㈱
、
日
興
製
薬
㈱
、

日
東
工
業
㈱
、
羽
島
顆
粒
工
業
㈱
、
羽
島
自
動
車
工
業
㈱
、
羽
島
商
工
会
議
所
、

㈲
羽
島
寝
装
、
羽
島
動
物
病
院
、
羽
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
長
谷
虎
紡
績
㈱
、

原
商
事
㈱
、
フ
ァ
イ
ン
テ
キ
ス
タ
イ
ル
㈱
、
福
寿
工
業
㈱
、
不
二
精
工
㈱
、

㈱
文
溪
堂
、
丸
栄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱
、
㈱
美
濃
商
会
、
㈱
森
製
作
所
、

㈱
森
電
気
商
会
、
森
白
製
菓
㈱
、
㈱
山
田
組

（
個
人
）

飯
田
耕
一
郎
、
小
沢
　
富
也
、
加
藤
　
雅
之
、
黒
田
　
　
勝
、
小
森
　
博
昭
、

坂
田
田
壽
子
、
田
路
　
京
子
、
野
々
村
十
九
一
、
橋
本
　
圭
史
、
長
谷
　
和
治
、

坂
　
　
秀
巳
、
不
破
　
　
洋

　
文
化
協
会
は
、
平
成
4
年
に
発
足
し
、
現
在
20
団
体
（
会
員
数
約
８
０
０
名
）
が
加

盟
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
文
化
意
識
が
豊
か
に
な
る
事
業
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
引
き
つ
づ
き
ご
支
援
頂
き
ま
す
と
と
も
に
、
新
規
賛
助
会
員
の
募
集
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
会
費
（
企
業
・
団
体
）
一
口
一
万
円
　
（
個
人
）
一
口
三
千
円

新
規
賛
助
会
員
募
集
の
ご
案
内

令
和
６
年
10
月
23
日
現
在
の
も
の
で
す
。

　（
五
十
音
順・敬
称
略
）

　新
規
の
方
も
含
め
左
記
の
方
々
か
ら
ご
賛
助
を
頂
き
ま
し
た
。
文
化
の
向
上
の
た
め
、

有
意
義
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

五
七
五
の
長
句
と
七

七
の
短
句
を
重
ね
る
連

句
。
私
達
は
芭
蕉
が
愛

し
た
「
座
の
文
芸
」
と

い
わ
れ
る
俳
諧
（
連

句
）
の
発
展
、
伝
承
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
筆
塚
供
養
を

行
っ
て
い
ま
す
。

連
絡
先　
松
永
祥
男　

☎
（
３
９
８
）
８
３
７
５

羽
島
水
音
吟
社

行
事
予
定

　

翁
忌　

令
和
6
年
11
月
12
日
㈫　

願
照
寺

　

短
歌
と
俳
句
の
5
つ
の
グ
ル

ー
プ
で
構
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
月

一
回
の
勉
強
会
を
も
ち
研
鑽
に

励
ん
で
い
ま
す
。
藤
ま
つ
り
、

羽
島
美
濃
菊
展
、
市
民
観
月
会

に
協
力
。
そ
し
て
、
コ
ス
モ
パ

ー
ク
羽
島
（
市
民
の
森
羽
島
公

園
）
に
設
置
さ
れ
て
い
る
投
句

箱
の
入
替
を
四
季
ご
と
に
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
は

中
観
音
堂
・
円
空
資
料
館
で
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度

は
『
宝
暦
治
水
』
二
百
七
十
年

に
あ
た
り
「
水
と
の
戦
い
」
で
あ
っ
た
当
時
を
偲
ぶ
研
修
会
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
　
石
原
敏
子　

☎
（
３
９
８
）
６
５
２
２

羽
島
市
文
芸
協
会

◆ 
文
学
文
芸
部
門

羽島市文化協会加盟団体紹介

中観音堂・円空資料館での研修会

　羽島市文化協会は、平成 4 年 8 月 30 日の設立総会で誕生いたしました。
　現在は、20 団体で 800 名ほどの会員が所属しており、協会の活動や各団体での活動を
通して、市の文化の啓発及び促進に努めております。
　令和 5 年度からは、協会の在り方を検討し、組織改革を進めています。
　その一つとして、令和 6 年度より新たに事業準備委員会を発足し、近隣市町文化団体
の事業を参考にしながら、主催事業（現在は市民観月会、市民芸術祭）の見直しを行っ
ている段階であります。
　また、各団体で小中学生の若い世代を対象に、専門分野の出前授業やワークショップ
等を引き続き開催し、後継者育成を通して市の文化振興に繋げていきます。
　今後とも、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

会長　後 藤 博 美
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　定
期
総
会
を
開
催

令
和
6
年
度
・
第
33
回

　5
月
18
日
（土）
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
4
0
1
大
会
議
室
に
お
い
て

羽
島
市
文
化
協
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　昨
年
度
の
事
業
・
決
算
・
監
査
の
報
告
に
加
え
、
令
和
7
年
度
以
降

の
組
織
改
変
に
向
け
た
取
り
組
み
の
進
捗
や
事
業
準
備
委
員
会
の
発
足

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
は
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　会
の
終
盤
に
は
、
永
年
に
わ
た
り
協
会
に
ご
尽
力
さ
れ
た
吉
田 

登
氏

に
対
し
て
の
功
労
賞
の
紹
介
の
他
に
、
各
加
盟
団
体
の
代
表
者
か
ら
団

体
の
活
動
紹
介
や
近
況
報
告
が
あ
り
、
出
席
し
た
会
員
に
と
っ
て
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

吉田　登 氏

羽島市邦楽連盟
　　岩　田　千　春
羽島市詩吟協会
　　浅　井　廣　安
羽島子ども太鼓クラブ
　　田　路　京　子
竹鼻祭山車保存会
　　小　森　博　昭
smash･dance
　　坂　田　田壽子
羽島市美術協会
　　野々村　十九一
羽島市華道連盟
　　橋　本　圭　史

名誉会長
顧　　問

常任顧問

松　井　　　聡（市長）
藤　本　恵　司（県議会議員）
野　口　佳　宏（市議会議長）
小　森　博　昭（自治委員会長）
不　破　　　洋（文化財審議会長）
森　　　嘉　長（教育長）
水　谷　雄　二（元副会長）
髙　島　保　雄（前会長）
森　　　充　広（前副会長）

会　　長
副　会　長
理　事　長
副理事長
会　　計
理　　事
監　　事
委　　員
事務局長

後　藤　博　美
森　　　正　智　・　堀　　　登司仁
田　路　京　子
野々村　十九一　・　坂　田　田壽子
大　塚　一　芳
理事は下表のとおり
小　森　博　昭　・　髙　橋　英　樹
委員は下表のとおり
岩　田　睦　巳

令和6年度　羽島市文化協会役員名簿及び機構図

理　事
総務委員会
　國　枝　篤　志（美濃の国羽島太鼓打ち手の会）他5名
観月会委員会
　岡　田　　　茂（音楽連盟）他10名
芸術祭委員会
　田　中　正　彦（視聴覚クラブ）他9名
広報委員会
　炭　竃　公　代（茶道連盟）他10名
事業準備委員会
　國　枝　篤　志（美濃の国羽島太鼓打ち手の会）他9名

委員会と委員
羽島市音楽芸術協会
　　和　田　真由美
羽島市音楽連盟
　　岡　田　　　茂
竹鼻別院の藤を守る会
　　平　古　直　樹
美濃の国羽島太鼓打ち手の会
　　國　枝　篤　志
羽島市文芸協会
　　石　原　敏　子
羽島雨乞い踊り保存会
　　大　塚　一　芳
平方勢獅子保存会
　　髙　橋　英　樹

羽島市視聴覚クラブ
　　田　中　正　彦
ユリダンスセンター
　　山　本　有里子
羽島市茶道連盟
　　炭　竃　公　代
劇団まさき
　　豊　島　秀　龍
羽島水音吟社
　　松　永　祥　男
羽島市日本伝統芸能継承者育成の会
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　羽島市文化協会は、市の文化啓発及び促進に努めるとともに、市民文化の振興
に寄与することを目的に設立され、今年の8月で32周年を迎えました。
　設立当初から“和”の事業として「市民観月会」、“洋”の事業として「市民芸
術祭」を開催してきましたが、会員の高齢化や環境が大幅に変化したことにより、
これまで通りの事業の開催が困難となりました。
　現状を見つめ直し、各加盟団体の活動を通して、市の文化の発展及び次世代へ
の継承に繋がるような新事業の開催に向けて進めてまいりますので、引き続きご
理解ご協力のほど宜しくお願いいたします。

　
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
幅
広
い
世
代
か
ら
、
月
を

テ
ー
マ
に
し
た
俳
句
と
短
歌
の
作
品
を
募
集
し
、
優
秀
作

品
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、「
小
・
中
学
生
の
部
」
俳
句
部
門
の
一
席
か

ら
三
席
受
賞
者
を
対
象
に
、
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

展
示
会
場
で
は
俳
句
と
短
歌
の
優
秀
作
品
の
展
示
の
ほ
か
、

美
術
協
会
の
協
力
の
下
、
月
に
関
す
る
絵
画
と
掛
け
軸
等

が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
呈
茶
席
で
は
大
勢
の
方
々
に

来
場
し
て
い
た
だ
き
、
名
月
に
合
わ
せ
た
お
菓
子
と
お
抹

茶
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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終
へ
し
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二
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一
年

　

　大
橋
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リ
ブ
ル
で
月
面
走
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百
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後

二
席

　
　
　
　正
木
小
四
年
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　美
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の
海
黄
色
く
光
る
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の
道

　

三
席

　
　
　
　竹
鼻
中
二
年

　
　坂
田

　心
音

　君
と
み
る
月
は
い
つ
も
の
5
倍
増
し
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